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［要旨］
　2014 年度と 2015 年度の法政大学スポーツ健康学部 Athletic Training Room（AT Room）活動を報告する
ことを目的とした。AT Room の利用者は 2014 年度は 201 名と前年の 483 名から大きく減少したが、2015










Athletic Training Room（以下、AT Room）は 2015
年度に開設から 5年目を迎えた。本学部内のトレー









　本研究の目的は、2014、2015 年度の AT Room
活動を振り返り、昨年度までとの比較・検討を行
うことで、来年度以降の AT Room 運営に有用な知
見を得ることである。
2. 方法
2.1　対象と AT Room 利用方法について
　AT Room を利用する対象は基本的には本学部学
生とし、何らかの身体的不調がある場合にはスポー












については、直接 AT Room で相談ができることと
した。
2.2　開設日
　2014 年、2015 年ともに、4 月から 12 月までの
授業期間中とした。開設日は、2014 年度は月曜日
と水曜日、2015 年度は月曜日と木曜日の週 2 回と







　2014 年度は日体協 AT 資格を持つ教員 3 名の指
導の下、本学部の 3 年生 20 名が AT 現場実習とし
て AT Room を担当した。2015 年度は日体協 AT 資
格を持つ教員 2 名の指導の下、本学部の 3 年生 14
















イ メ ン ト 評 価（3 項 目 ）、Functional Movement 









　実際に AT Room を利用した者を対象に、後ろ向
きに集計を行った。集計は下記の通りとした。対
象者の人数を初めて AT Room を利用した者（初利
用者）と、個人が 2 回目以降に AT Room 利用した
者（総利用者）に分けて集計を行った。対象者の












　2014 年度の開設日数は春学期（4 月～ 7 月）は
27 日、秋学期（9 月～ 12 月）は 26 日の計 53 日で
あった。2015 年度の開設日数は春学期（4月～ 7月）
は 26 日、秋学期（9 月～ 12 月）は 28 日の計 54
日であった。
　2014 年度の利用者数は初利用者が 49 名、総利
用者は 201 名であった（図 1）。1 日あたりの平均
利用者数は 3.79 名であった。2015 年度の利用者数
は初利用者が 86 名、総利用者は 364 名であった（図




順に 2 年生 63 名（31％）、3 年生 59 名（29％）、1






経済学部生 20 名（10％）、現代福祉学部生 14 名
（7％）、社会学部生 3 名（2％）、教員 3 名（1％）
であった。
　2015 年度の利用者数の内訳は、学年別では多い
順に 3 年生 143 名（39％）、1 年生 119 名（33％）、





経済学部生 83 名（23％）、社会学部生 77 名（21％）、






名（49％）、野球 30 名（15％）、ハンドボール 15




競技の競技者が AT Room を利用した。
図 1　AT Room の利用者数
図 2　2014 年度の AT Room の学年別利用者割合 図 3　2014 年度の AT Room の男女別利用者割合
－ 3－－ 2－
図 4　2015 年度の AT Room の学年別利用者割合 図 5　2015 年度の AT Room の男女別利用者割合
図 6　2014 年度の AT Room の競技別利用者数
図 7　2014 年度の AT Room の競技別利用者割合
－ 4－
　2015 年度の利用者の人数は多い順にラグビー
129 名（35％）、サッカー 65 名（18％）、ラクロス
36 名（10％）、陸上競技 33 名（9％）、野球 31 名（9％）、
アルペンスキー 18 名（5％）で等あった（図 8・9）。
初利用者は多い順にラグビー、サッカー、陸上競技、
ラクロス、水泳等であった（図 8）。全体で 17 競





名（31％）、腰殿部 39 名（17％）、肩関節 23 名（10％）、





名（40％）、腰殿部 40 名（10％）、肩関節 35 名（9％）、
足関節 34 名（9％）、下腿 28 名（7％）、大腿 24 名
（6％）等であった。初利用者は多い順に膝関節、
腰殿部、足関節、肩関節、大腿等であった（図
図 8　2015 年度の AT Room の競技別利用者数







132 名（21％）、運動療法 132 名（21％）、温熱療
法 108 名（17％）、寒冷療法 87 名（14％）、マッサー





250 名（26％）、寒冷療法 194 名（21％）、ストレッ
チ 173 名（18％）、超音波 92 名（10％）、温熱療法






図 10　2014 年度の AT Room の部位・目的別利用者数
図 11　2014 年度の AT Room の部位・目的別利用者割合
－ 6－
図 12　2015 年度の AT Room の部位・目的別利用者数
図 13　2015 年度の AT Room の部位・目的別利用者割合
図 14　2014 年度の AT Room の介入内容別利用者数
－ 7－－ 6－
図 15　2014 年度の AT Room の介入内容別利用者割合
図 16　2015 年度の AT Room の介入内容別利用者数
図 17　2015 年度の AT Room の介入内容別利用者割合
－ 8－
　2015 年度に鍼治療を受けた者は 20 名（男性 18
名、女性 2 名）であった。競技別ではラグビー 12 名、
陸上競技 6 名、サッカー 2 名であった。主訴部位
は肩関節 7 名（33％）、頸部 5 名（24％）、大腿 4
名（19％）、腰背部 2 名（10％）、股関節 2 名（10％）、
膝関節 1 名（5％）であった（図 18）。
3.6　超音波検査
　2015 年度に医師による超音波検査・診断を受け
た者は 23 名（男性 20 名、女性 3 名）であった。
競技別では陸上競技 10 名、ラグビー 3 名、サッカー
3 名、ラクロス 3 名、水泳 3 名、野球 1 名であった。
主訴部位は肩関節 6 名（22％）、足関節 5 名（19％）、
下腿 4 名（15％）、大腿 3 名（11％）、股関節 3 名
（11％）、膝関節 3 名（11％）等であった（図 19）。
4. 考察
4.1　AT Room 利用者全体について
　2014 年度と 2015 年度の AT Room の利用者を集
計した。2014 年度の利用者は 201 名と、2013 年の
483 名から半分以下に大きく減少した。2015 年度
は 364 名となり、2013 年度には及ばないものの、
2014 年より 1.8 倍に増加した。利用者の所属学部
をみると、スポーツ健康学部の学生は 2013 年度が
201 名、2014 年度が 161 名、2015 年度が 192 名と
あまり大きな変化がないのに対し、他学部の学生
の利用者は 2013 年度が 275 名、2014 年度が 37 名、















2013 年度は 31 名、2014 年度は 27 名、2015 年度
は 87 名と、2015 年度に大幅に増加した。女子学
生の利用者は特定の部・スポーツ種目に偏ること
なく様々なスポーツを行っている学生が利用して
図 18　2015 年度の AT Room での競技別鍼治療受療者数
図 19　2015 年度の AT Room での部位別超音波検査受診者数
－ 9－－ 8－









































たと報告している。本学 AT Room の足関節・足部
を主訴部位とした利用者は 2013 年度 21％、2014





















42％、2015 年度は 44％と、2013 年度（36％）よ
りも増加した。これに温熱療法や寒冷療法などを























































　2014 年度と 2015 年度の AT Room 活動を報告し
た。AT Room の利用者は 2014 年度は 201 名と
2013 年度の 483 名から大きく減少したが、2015 年
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